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三
重
県
多
気
郡
明
和
町
斎
宮
は
、
江
戸
時
代
、
京
都
か
ら
伊
勢
へ
至
る
伊
勢
街
道

の
宿
場
と
し
て
賑
わ
っ
た
。
こ
の
地
の
豪
農
永
島
家
に
は
、
か
つ
て
江
戸
時
代
中
期

の
画
人
曾
我
爾
白
（
一
七
三
〇
＼
八
一
）
の
手
に
な
る
大
規
模
な
襖
絵
群
（
以
下

「
旧
永
島
家
襖
絵
」
と
呼
ぶ
）
が
あ
っ
た
。
現
状
で
全
四
四
面
を
数
え
る
。
現
在
は

津
市
の
三
重
県
立
美
術
館
の
所
蔵
に
な
っ
て
お
り
、
平
成
一

0
年
(
-
九
九
八
）
に

は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

旧
氷
島
家
襖
絵
に
最
初
に
本
格
的
な
論
考
を
加
え
た
の
は
辻
惟
雄
氏
に
よ
る
「
伊

勢
の
癖
白
蜜
」
（
『
國
華
』
九
五
二
号
一
九
七
一
年
以
下
辻
論
文
と
呼
ぶ
）
で
あ

る
。
し
か
し
辻
氏
の
調
査
時
、
全
四
四
面
の
う
ち
、
一
部
は
本
来
あ
る
べ
き
永
島
家

を
離
れ
て
別
蔵
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
経
緯
は
、
ヽ
氷
島
家
に
残
さ
れ
た
口
伝
書
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
な
る
。
そ
こ
に
は
「
襖
ノ
内
十
二
枚
ハ
瑕
表
装
、
ソ
往
方
未
夕
文
展
、
院

展
等
ノ
催
シ
ナ
ク
東
京
上
野
二
於
テ
年
々
美
術
協
曾
ノ
展
覧
曾
ヲ
開
催
セ
ラ
レ
シ
頃

一
度
参
考
品
ト
シ
テ
出
品
陳
列
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ア
リ
、
此
分
ハ
今
尚
瑕
表
装
ノ
儘

大
阪
二
保
存
他
ハ
襖
ノ
儘
伊
勢
二
在
り
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
四
四
面
の
う
ち
―
二

面
を
東
京
で
展
観
し
、
そ
の
ま
ま
永
島
家
に
戻
る
こ
と
な
く
大
阪
で
保
管
さ
れ
て
い

た
。
実
際
に
は
大
阪
に
分
け
ら
れ
た
も
の
は
一
五
面
を
数
え
て
お
り
、
口
伝
書
の
記

述
と
は
麒
鮪
が
み
ら
れ
る
（
註
l
)
。
永
島
家
に
は
、
襖
絵
に
関
す
る
資
料
と
し
て

口
伝
書
の
ほ
か
、
全
四
四
面
を
写
し
た
ア
ル
バ
ム
が
残
さ
れ
て
い
る
。

0
は
じ
め
に

曾
我
庸
白

「
旧
水
島
家
襖
絵
」

再
考

そ
の
後
旧
永
島
家
襖
絵
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
論
考
が
加
わ
っ
て
い
る
。

毛
利
伊
知
郎
「
永
島
家
襖
絵
に
つ
い
て
」
（
『
曾
我
爾
白
展
』
図
録
一
九
八
七
年

三
重
県
立
美
術
館
）
、
山
口
泰
弘
「
伊
勢
の
曾
我
爾
白
」
（
『
國
華
』
一
―
五
一
号

一
九
九
一
年
）
、
『
月
刊
文
化
財
』
(
-
九
九
八
年
六
月
号
）
、
佐
藤
美
貴
「
『
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
万
華
鏡

8
つ
の
箱
の
7
つ
の
話
』
展
作
品
解
説
」
（
三
重
県
立
美
術
館

一
九
九
八
年
）
な
ど
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
辻
論
文
に
加
え
て
こ
れ
ら
先
行
論
文
に

留
意
し
つ
つ
、
旧
永
島
家
襖
絵
で
未
解
決
と
な
っ
て
い
る
課
題
、
す
な
わ
ち
当
初
の

襖
絵
配
置
に
つ
い
て
私
考
を
加
え
た
い
と
思
う
。

〇
曾
我
蓋
白
と
永
島
家
及
び
伊
勢
地
方

癖
白
は
、
二
九
＼
三

0
代
は
じ
め
と
三
五
歳
こ
ろ
お
よ
び
四
二
歳
こ
ろ
の
少
な
く

と
も
三
度
伊
勢
地
方
を
遊
歴
し
た
こ
と
が
、
四
日
市
。
津
・
松
阪
な
ど
の
寺
院
や
旧

家
な
ど
に
残
る
作
品
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
註
3
)
。
旧
永
島
家
襖
絵
に
つ

い
て
は
、
辻
論
文
に
よ
っ
て
、
三
五
歳
こ
ろ
の
二
回
目
の
遊
歴
時
の
制
作
に
比
定
さ

れ
て
い
る
。
年
記
な
ど
制
作
年
を
確
定
す
る
材
料
に
は
欠
け
る
が
、
画
風
の
様
式
的

展
開
か
ら
み
て
も
妥
当
性
が
高
く
、
本
稿
で
も
こ
の
年
代
設
定
に
従
う
こ
と
に
す
る
。

室
町
時
代
に
始
ま
る
曾
我
派
の
末
裔
を
任
じ
た
蒲
白
の
作
品
は
、
中
国
の
故
事
人

物
や
山
水
な
ど
の
伝
統
的
な
主
題
を
扱
い
、
水
墨
技
法
を
多
用
し
た
も
の
で
、
こ
う

し
た
作
風
は
、
池
大
雅
や
円
山
応
挙
な
ど
、
同
じ
頃
、
狩
野
派
な
ど
の
伝
統
に
拮
抗

山

口

泰

弘
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山 口 泰 弘

す
る
よ
う
に
現
れ
た
新
興
の
画
人
た
ち
に
比
べ
る
と
一
見
保
守
的
な
側
面
を
窺
わ
せ

る
も
の
の
、
実
際
に
は
、
水
墨
の
疎
荒
な
筆
法
や
色
彩
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
異
常
な

ま
で
に
強
調
す
る
破
格
の
彩
色
法
は
、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
独
自
性
に
満
ち
て
い

る。
そ
う
し
た
独
自
の
作
風
の
中
に
作
者
自
身
の
人
間
性
の
反
映
を
認
め
よ
う
と
し
た

明
治
以
降
の
論
画
家
た
ち
に
よ
っ
て
、
近
代
の
個
人
主
義
的
芸
術
家
観
が
重
ね
合
わ

さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
世
間
か
ら
は
疎
外
さ
れ
画
壇
か
ら
も
異
端
視
さ
れ
る
孤
高
の

画
家
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
植
え
付
け
ら
れ
、
そ
れ
が
蒲
白
像
と
し
て
定
着
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
し
か
し
先
入
観
を
棄
て
、
具
に
作
品
を
検
討
し
て
い
く
と
、
一
見
独
創

的
に
み
え
る
表
現
や
内
容
も
、
実
は
、
俳
諧
や
謡
曲
な
ど
、
近
世
の
さ
ま
ざ
ま
な
文

芸
と
通
底
す
る
同
時
代
思
考
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
（
註
4
)
。

そ
れ
は
、
古
典
的
正
統
を
椰
楡
し
、
逆
転
さ
れ
た
価
値
か
ら
生
じ
る
滑
稽
を
楽
し
も

う
と
す
る
俳
諧
に
親
し
ん
だ
、
江
戸
人
ら
し
い
知
的
遊
戯
心
で
あ
る
。
「
旧
永
島
家

襖
絵
」
に
も
、
こ
う
し
た
遊
技
心
に
溢
れ
る
趣
向
が
各
所
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

伊
勢
地
方
で
爾
白
と
交
遊
し
た
の
は
、
僧
侶
や
藩
儒
な
ど
従
来
か
ら
の
知
識
層
に

加
え
て
、
在
地
の
豪
商
や
豪
農
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
経
済
的
繁
栄
を
背
景
に
、

一
八
世
紀
に
新
し
く
教
養
層
に
成
長
し
て
き
た
人
々
で
あ
っ
た
。
永
島
家
の
当
主
も

お
そ
ら
く
そ
う
し
た
教
養
人
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
京
都
の
画
家
や
文

人
と
彼
ら
と
の
交
遊
は
こ
の
時
代
の
重
要
な
文
化
現
象
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
前
白

の
交
遊
に
関
し
て
は
、
そ
の
孤
高
の
イ
メ
ー
ジ
が
災
い
し
て
か
、
こ
れ
ま
で
看
過
さ

れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
癖
白
も
、
江
戸
中
後
期
を
際
だ
た
せ
る
文
化
現
象
、
す

な
わ
ち
、
京
都
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
文
芸
の
地
方
拡
散
を
例
証
す
る
存
在
と
し
て

改
め
て
見
直
す
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

三
度
に
わ
た
る
伊
勢
遊
歴
は
、
初
回
が
三
年
ほ
ど
に
及
ん
だ
の
を
は
じ
め
、
思
い

の
ほ
か
長
期
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
、
画
風
や
史
料
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

遊
歴
中
の
破
天
荒
な
行
動
は
、
こ
の
地
方
の
の
ど
か
な
空
気
を
震
わ
せ
る
珍
事
だ
っ

た
ら
し
く
、
逸
話
と
し
て
書
き
と
ど
め
ら
れ
た
出
来
事
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
『
槃

碍
腟
話
』
（
森
島
長
志
文
政
年
間
刊
）
の
「
本
州
（
伊
勢
国
）
二
遊
ビ
シ
時
ハ
毎
々

酔
ヒ
テ
肩
輿
ノ
背
面
二
乗
リ
輿
中
三
絃
を
弾
キ
テ
通
行
」
し
た
と
い
う
聞
き
書
き

（註
5
)
、
松
阪
の
豪
商
森
壷
仙
（
一
七
四
ニ
ー
―
八
二
八
）
が
最
晩
年
に
ま
と
め
た

『
宝
暦
咄
し
』
（
文
化
八
年
・
一
八
二
五
刊
）
所
載
の
「
一
、
蒲
白
と
言
ふ
画
師
来
ル

是
も
柳
屋
へ
入
込
ミ
し
か
余
り
異
形
の
ふ
る
ま
い
故
い
か
ふ
は
や
ら
す
」
と
い
う

追
想
な
ど
で
あ
る
。
遊
歴
中
、
よ
く
酔
っ
て
駕
籠
に
後
ろ
向
き
に
乗
っ
て
は
三
味
線

を
弾
い
て
い
た
、
あ
る
い
は
松
阪
の
豪
鹿
柳
屋
で
画
会
を
開
い
た
が
あ
ま
り
の
奇
行

が
災
い
し
て
全
く
流
行
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
今
日
前
白
の
代
表
作

の
ひ
と
つ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
極
彩
色
の
「
雪
山
童
子
図
」
（
松
阪
市
・
継
松
寺
蔵
）

が
、
件
の
柳
屋
の
流
行
ら
な
い
画
会
で
珍
し
く
需
め
を
受
け
た
作
品
で
あ
る
の
は
皮

肉
と
い
う
ほ
か
な
い
（
註
6
)
。

と
こ
ろ
で
冒
頭
に
も
触
れ
た
口
伝
書
に
は
、
繭
白
が
永
島
家
の
た
め
に
襖
絵
を
描

く
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。

祖
先
よ
り
口
偲

曾
我
癖
白
伊
勢
詣
デ
ノ
途
次
同
國
多
氣
郡
齊
宮
ヲ
過
キ
不
闘
ト
シ
タ
ル
縁
故

（
泥
酔
シ
居
リ
タ
ル
爾
白
ヲ
介
抱
シ
連
レ
帰
リ
タ
ル
ガ
機
會
ト
ナ
レ
ル
ナ
リ
ト

偲
フ
）
ニ
テ
梢
久
敷
滞
留
セ
シ
ニ
丁
度
新
築
座
敷
落
成
ノ
折
柄
ナ
リ
シ
ヲ
リ
蒲

白
自
ラ
進
テ
其
新
襖
四
十
四
枚
全
部
二
染
筆
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
襖
ノ
外
袋
戸
、

棚
ノ
戸
、
柱
掛
、
雛
屏
風
等
ニ
モ
揮
憂
セ
シ
モ
ノ
ア
リ
タ
ル
カ
是
レ
等
ハ
既
に

持
合
ハ
セ
ス

襖
ノ
内
十
二
枚
ハ
個
表
装
シ
往
方
未
夕
文
展
、
院
展
等
ノ
催
ヽ
ソ
ナ
ク
東
京
上

野
二
於
テ
年
々
美
術
協
會
ノ
展
覧
會
ヲ
開
催
セ
ラ
レ
シ
頃
一
度
参
考
品
ト
シ
テ
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曾我蒲白「旧永島家襖絵」再考

泥
酔
し
て
い
た
蒲
白
を
連
れ
帰
っ
た
が
、
そ
の
こ
ろ
偶
々
屋
敷
を
新
築
し
た
た
め
、

寄
寓
し
て
い
た
蒲
白
が
自
ら
襖
絵
の
揮
憂
を
申
し
出
た
、
と
い
う
。
そ
の
数
は
四
四

面
と
い
う
大
規
模
な
も
の
で
、
ほ
か
に
袋
戸
、
棚
戸
、
柱
掛
、
雛
屏
風
な
ど
も
描
い

た
よ
う
だ
が
、
口
伝
が
書
か
れ
た
こ
ろ
に
は
す
で
に
失
わ
れ
て
い
た
。

伊
勢
遊
歴
中
に
繰
り
広
げ
た
奇
行
の
数
々
を
、
も
っ
と
纏
ま
っ
た
か
た
ち
で
遺
し

た
も
の
が
あ
る
。
桃
沢
如
水
と
い
う
画
家
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
論
文
「
曾
我
蒲
白
」

（
『
三
重
縣
史
談
會
々
志
』
明
治
四
四
。
四
五
年
(
-
九
一

0
。
―
一
）
（
註
7
)

で
あ
る
。
如
水
は
東
京
美
術
学
校
の
第
一
回
卒
業
生
で
橋
本
雅
邦
に
学
ん
だ
が
、
明

治
三
一
年
(
-
八
九
八
）
、
療
養
の
た
め
に
東
京
か
ら
伊
勢
に
転
地
し
た
。
そ
の
間

こ
の
地
方
を
歩
き
回
り
、
癖
白
の
遺
存
作
品
を
捜
し
求
め
、
逸
話
を
採
集
す
る
こ
と

に
つ
と
め
た
。
当
時
爾
白
が
亡
く
な
っ
て
す
で
に
百
年
以
上
が
経
過
し
て
い
た
が
、

爾
白
の
奇
行
の
記
憶
は
、
民
衆
の
あ
い
だ
か
ら
消
え
去
る
ど
こ
ろ
か
、
誇
張
さ
れ
、

逸
話
に
か
た
ち
を
変
え
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
奇
想
に
あ
ふ
れ
た
特
異
な
作
風
を
癖

白
自
身
の
個
性
的
人
格
に
む
す
び
つ
け
る
格
好
の
逸
話
集
と
し
て
し
ば
し
ば
引
用
さ

れ
る
。
な
か
に
は
蒲
白
が
永
島
家
の
た
め
に
描
く
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
も
収
め
ら
れ

て
い
る
。 タ

リ
出
品
陳
列
セ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
ア
リ
、
此
分
ハ
今
尚
瑕
表
装
ノ
儘
大
阪
二
保
存
他

ハ
襖
ノ
儘
伊
勢
二
在
リ

三
重
縣
多
氣
郡
齊
宮
村
齊
宮

先

代

故

永

島

雪

江

右
ノ
内
涸
湘
八
景
ヲ
描
キ
タ
ル
八
枚
ノ
襖
ヲ
用
ヒ
タ
ル
座
敷
ハ
往
年
明
治

大
帝
力
第
一
次
及
第
二
次
ノ
大
廟
御
来
拝
行
幸
嘗
時
二
回
共
御
小
休
二
被
相
成

波
濤
群
鶴
図

波
に
水
鳥
図

六
面
四
面

〇
襖
絵
構
成
お
よ
び
画
題
に
つ
い
て
の
仮
説

今
人
の
話
を
聞
に
松
阪
の
近
辺
の
村
落
に
豪
農
が
あ
っ
た
。
其
人
が
他
出
し

た
帰
り
途
に
金
剛
坂
の
下
ま
で
来
る
と
一
人
の
青
年
が
路
傍
に
打
倒
れ
て
居
て

其
頭
の
あ
た
り
に
頭
陀
袋
と
筆
ら
し
い
も
の
が
放
り
出
し
て
あ
る
。
其
人
は
親

切
に
呼
び
起
こ
し
て
聞
て
見
る
と
己
れ
は
画
家
だ
が
空
腹
の
た
め
に
最
早
歩
行

も
出
来
な
く
な
っ
た
か
ら
寝
て
居
る
の
だ
と
聞
て
は
捨
て
II

置
く
わ
け
に
も
行

か
ず
親
切
に
家
に
連
れ
て
帰
っ
た
。

泥
酔
し
て
い
た
と
い
う
「
祖
先
よ
り
口
博
」
と
の
間
に
は
、
打
ち
倒
れ
て
い
た
理

由
に
麒
輌
が
み
ら
れ
る
が
、
揮
奄
に
至
っ
た
経
緯
は
大
筋
で
一
致
す
る
。

さ
て
口
伝
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
全
四
四
面
の
う
ち
、
一
五
面
（
口
伝
で
は
―
二
面

と
誤
記
）
は
仮
表
装
の
掛
幅
に
改
め
ら
れ
て
東
京
で
展
観
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
大
阪
に

移
さ
れ
た
。
そ
の
時
期
は
、
明
治
後
半
頃
（
註
8
)
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
全
画

面
が
再
び
一
堂
に
会
し
た
の
は
昭
和
六
二
年
(
-
九
八
七
）
に
三
重
県
立
美
術
館
で

開
催
さ
れ
た
『
曾
我
前
白
展
』
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
同
美
術
館
で
二
九
面
を
昭

和
六
三
。
六
四
年
(
-
九
八
八
。
八
九
）
に
、
一
五
面
を
平
成
九
年
(
-
九
九
七
）

に
購
入
し
、
今
で
は
全
画
面
が
一
括
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
。

四
四
面
を
数
え
る
襖
絵
群
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
複
数
の
画
題
が
複
数
の
部
屋

に
分
か
れ
て
飾
ら
れ
て
い
た
。
最
初
に
こ
の
襖
絵
を
紹
介
し
た
辻
論
文
の
画
題
分
類

に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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竹
林
七
賢
図
八
面

灘
湘
八
景
図
八
幅
（
掛
幅
）

松

鷹

図

五

面

禽

獣

図

四

面

狼
猪
図
三
幅
（
掛
幅
）

牧
牛
図
四
幅
（
掛
幅
）

こ
の
う
ち
、
「
波
濤
群
鶴
図
」
六
面
、
「
波
に
水
鳥
図
」
四
面
に
つ
い
て
は
、
辻
氏

が
「
波
に
水
鳥
図
」
が
「
水
流
は
さ
ら
に
右
方
に
つ
づ
い
た
と
思
わ
れ
」
、
「
波
濤
群

鶴
図
」
も
「
こ
の
図
様
は
右
方
に
少
な
く
と
も
も
う
二
面
波
が
続
い
て
あ
っ
た
こ
と

が
、
あ
と
で
の
べ
る
ア
ル
バ
ム
の
写
真
か
ら
知
ら
れ
る
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
実
際
に
は
こ
の
二
題
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
襖
は
あ
と
二
面
残
っ
て
い
る
。
調
査

の
際
、
何
ら
か
の
理
由
で
こ
の
二
面
が
辻
氏
の
目
に
触
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

昭
和
六
二
年
(
-
九
八
七
）
の
『
曾
我
蒲
白
展
』
図
録
収
載
の
毛
利
伊
知
郎
「
永

島
家
襖
絵
に
つ
い
て
」
で
は
、
こ
れ
が
修
正
さ
れ
て
、
「
波
濤
群
鶴
図
」
八
面
と

「
波
に
水
鳥
図
」
四
面
の
二
画
題
と
し
て
扱
い
、
『
月
刊
文
化
財
』
(
-
九
九
八
年
六

月
号
）
、
佐
藤
美
貴
「
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
万
華
鏡
8
つ
の
箱
の

7
つ
の
話
』
展
作
品

解
説
」
（
三
重
県
立
美
術
館
一
九
九
八
年
）
で
は
、
こ
れ
ら
を
一
具
の
「
波
濤
群

禽
図
」
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
構
図
と
し
て
無
理
は
な
く
、
画
中
の
複
数
の
モ
チ
ー

フ
の
関
連
性
か
ら
も
妥
当
性
は
高
い
。
本
稿
で
も
こ
の
説
に
従
っ
て
後
項
で
検
討
を

行
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
右
記
の
リ
ス
ト
の
う
ち
、
（
掛
幅
）
と
追
記
さ
れ
た
三

画
題
計
一
五
面
が
大
阪
に
分
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
波
濤
群
禽
図
」
を
除
く
他
の
画
題
に
つ
い
て
は
、
ど
の
論
考
も
辻
氏
の
分
類
・

命
名
に
従
っ
て
い
る
。
以
上
の
先
行
論
文
を
勘
案
し
た
結
果
、
画
題
区
分
は
左
記
の

よ
う
に
な
る
。

波
濤
群
禽
図
―
二
面

竹
林
七
賢
図
八
面

灘
湘
八
景
図
八
幅
（
掛
幅
）

松

鷹

図

五

面

禽

獣

図

四

面

狼
格
図
三
幅
（
掛
幅
）

牧
牛
図
四
幅
（
掛
幅
）

こ
れ
ら
の
う
ち
、
大
阪
分
の
一
五
面
を
除
い
た
二
九
面
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
、

昭
和
初
期
ま
で
実
際
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
暮
ら
し
た
先
代
当
主
の
記
憶
に

よ
る
と
、
南
西
の
奥
座
敷
に
「
波
濤
群
禽
図
」
―
二
面
の
う
ち
八
面
、
北
西
の
座
敷

に
「
竹
林
七
賢
図
」
八
面
、
両
座
敷
の
間
を
走
る
一
間
幅
の
中
廊
下
の
突
き
当
た
り

に
「
松
鷹
図
」
の
う
ち
二
面
が
飾
ら
れ
て
い
た
。
先
代
当
主
か
ら
う
か
が
っ
た
の
は

以
上
で
あ
る
が
、
襖
の
表
裏
関
係
を
現
状
か
ら
判
断
す
る
と
、
「
竹
林
七
賢
図
」
（
第

一
＼
四
面
）
の
裏
で
廊
下
に
面
し
た
と
こ
ろ
に
「
波
濤
群
禽
図
」
の
う
ち
の
四
面

（
第
九
ー
―
二
面
）
が
あ
り
、
左
四
面
（
第
五
ー
八
面
）
の
裏
に
「
禽
獣
図
」
四
面

が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
「
波
濤
群
禽
図
」
の
他
の
八
面
の
裏
は
銀
砂
子
と
な
っ
て

お
り
、
廊
下
と
次
室
の
居
間
に
面
し
て
い
た
。
大
阪
に
分
け
ら
れ
た
一
五
面
が
飾
ら

れ
て
い
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
に
し
て
も
、
残
さ
れ
た
二
九
面
も
す
べ
て
が
飾
ら
れ

て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
旧
永
島
家
襖
絵
に
関
し
て
未
だ
解
決
し
て
い
な
い
問
題
の
ひ
と
つ
は
、
当
初

ど
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
の
問
題
の
解
決
を
困
難
に

し
て
い
る
要
因
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
よ
う
。
た
と
え
ば
、
襖
は
一
般
的
に
表
裏
に

二
枚
の
絵
が
貼
り
合
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
一
五
面
が
掛
幅
に
改
装
さ
れ
て
お
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曾我癖白「旧永島家襖絵」再考

り
、
そ
の
分
の
表
裏
の
関
係
が
曖
昧
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
。
残
り
の
二
九

面
も
明
治
時
代
に
改
装
が
施
さ
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
当
初
の
表
裏
関
係
を
止
め
て

い
る
か
ど
う
か
の
確
証
が
な
い
こ
と
。
さ
ら
に
家
屋
自
体
、
改
造
が
頻
繁
に
行
わ
れ

て
お
り
、
建
築
当
初
の
姿
を
止
め
て
い
る
の
が
奥
座
敷
程
度
に
す
ぎ
な
い
こ
と
（
註

9
)
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
解
決
を
困
難
に
し
て
い
る
根
本
的
な
要
因
は
、
私
見
で
は
別
の
と
こ
ろ

に
潜
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
、
こ
の
襖
絵
群
が
本
来
、
現
有
家
屋
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

か
ど
う
か
、
と
い
う
疑
念
で
あ
る
。
永
島
家
に
は
現
有
家
屋
の
東
、
現
在
空
地
に
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
に
か
つ
て
大
き
な
主
屋
が
あ
っ
た
。
主
屋
は
、
街
道
沿
い
の
家
屋
が

一
般
的
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
街
道
に
直
面
し
て
建
て
ら
れ
て
お
り
、
現
有
家
屋
は

主
屋
に
付
属
す
る
離
れ
座
敷
と
し
て
後
に
な
っ
て
建
て
増
し
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

（註
10)
。
現
有
家
屋
に
は
棟
札
な
ど
建
築
年
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
は
な
い
が
、
様

式
的
に
み
て
、
一
九
世
紀
前
半
、
天
保
年
間
(
-
八
三

0
ー
四
四
）
頃
を
遡
る
こ
と

は
な
い
と
い
う
の
が
建
築
史
的
な
所
見
で
あ
る
（
註
11)
。
つ
ま
り
現
有
家
屋
は
、

爾
白
が
遊
歴
し
た
一
八
世
紀
半
ば
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

い
っ
ぽ
う
、
襖
に
は
傷
み
の
激
し
い
箇
所
が
あ
り
、
大
き
く
剥
が
れ
た
部
分
か
ら

見
え
る
裏
貼
り
に
明
治
初
期
の
文
書
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
二
九

面
す
べ
て
を
検
証
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
、
襖
の
少
な
く
と

も
一
部
が
改
装
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
‘
―
二
面
で
一
具
と
考
え
ら
れ
る

「
波
濤
群
禽
図
」
に
は
何
故
か
引
手
の
高
さ
に
二
群
あ
り
、
（
図
l
)

で
わ
か
る
よ
う

に
、
引
き
手
の
位
置
は
、
右
八
面
に
対
し
て
左
四
面
が
や
や
高
く
、
そ
の
差
は
実
測

す
る
と
約
四
。
五
セ
ン
チ
あ
る
。
絵
柄
自
体
に
も
同
じ
幅
で
ず
れ
が
認
め
ら
れ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
左
四
面
の
下
辺
あ
る
い
は
右
八
面
の
上
辺
に
紙
継
等
に
よ
る
補

填
が
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
当
初
、
現
状
よ
り
も
上
下
に
大
き
な
画
面
を
も
っ
て
お

り
、
そ
れ
が
改
装
さ
れ
る
際
、
鴨
居
の
高
さ
に
合
わ
せ
て
上
下
が
裁
断
さ
れ
て
縮
め

ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
現
状
で
は
本
紙
の
み
で
高
さ
一
七
一
・
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
あ
る
が
、
改
装
前
は
現
状
よ
り
も
い
く
ぶ
ん
高
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に

な
る
。こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
推
定
さ
れ
る
の
は
、
襖
は
、
当
初
現
有
家
屋
に
あ
っ
た
の
で

は
な
く
、
別
の
建
物
の
た
め
に
制
作
さ
れ
、
後
に
な
っ
て
移
設
さ
れ
た
可
能
性
が
高

い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
永
島
家
の
た
め
に
描
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
以

上
、
当
初
飾
ら
れ
て
い
た
建
物
と
し
て
主
屋
が
有
力
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

、°
「
波
濤
群
禽
図
」
は
、
後
で
触
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
右
端
か
ら
水
の
流
れ
始
ま

り
‘
―
二
面
を
経
て
右
端
に
再
帰
す
る
と
い
う
、
ひ
と
つ
の
室
内
を
水
の
流
れ
が
循

環
す
る
構
想
で
設
計
さ
れ
て
い
る
が
（
註
12)
、
先
代
当
主
の
記
憶
で
は
、
四
面
だ

け
が
切
り
離
さ
れ
て
別
置
き
さ
れ
て
お
り
、
癖
白
の
入
念
な
画
面
設
計
が
無
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
同
じ
く
先
代
当
主
に
よ
る
と
、
「
松
鷹
図
」
の
う
ち
二
面

だ
け
が
、
他
の
三
面
と
分
け
ら
れ
て
廊
下
の
突
き
当
た
り
に
填
め
ら
れ
て
お
り
、
こ

こ
で
も
癖
白
の
企
図
し
た
配
置
が
崩
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
て
、
以
上
の
推
論
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
仮
説
に
立
つ
と
、
現
有
家
屋
内
で
襖
絵

構
成
を
検
討
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
当
を
得
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
先
代
当
主
の
記
憶
や
表
裏
関
係
を
は
じ
め
と
し
た
襖
に
関
す

る
既
知
の
状
況
を
一
旦
す
べ
て
白
紙
に
戻
し
た
上
で
、
襖
絵
構
成
と
画
題
の
再
検
討

を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
際
、
ま
ず
提
示
し
た
い
の
が
、
一
九
九
二
年
に
筆
者

が
三
重
県
立
美
術
館
の
「
三
重
の
美
術
風
土
を
探
る
Il

そ
の
後
の
曾
我
癖
白
と
周

辺
」
展
で
示
し
た
試
案
で
あ
る
（
註
13)
。
こ
れ
は
、
従
来
「
松
鷹
図
」
。
「
禽
獣
図
」
。

「
狼
格
図
」
が
別
個
の
三
画
題
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
「
松
鷹
図
」
の
う

ち
三
面
と
「
禽
獣
図
」
。
「
狼
格
図
」
が
本
来
ひ
と
つ
の
画
題
で
あ
っ
た
と
い
う
考
え
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に
基
づ
い
て
い
る
。
以
下
、
こ
の
全
一

0
面
を
本
稿
で
は
「
禽
獣
図
b
」
と
呼
び
、

従
来
の
四
面
の
「
禽
獣
図
」
を
以
後
「
禽
獣
図

a
」
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

さ
て
、
こ
の
仮
説
に
従
っ
て
も
う
一
度
全
四
四
面
を
画
題
別
に
整
理
す
る
と
、
左

記
の
よ
う
に
な
る
。

波
濤
群
禽
図
―
二
面
紙
本
墨
画
淡
彩

竹
林
七
賢
図
八
面
紙
本
墨
画

瀧
湘
八
景
図
八
面
（
掛
幅
）
紙
本
墨
画

松
鷹
図
五
面
紙
本
墨
画
淡
彩

禽
獣
図
b

1
0面
（
襖
＋
掛
幅
）
紙
本
墨
画
淡
彩

牧

牛

図

四

面

紙

本

墨

画各
面
一
七
一
・
五
X
八
五
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

「
波
濤
群
禽
図
」
（
図
l
)

―
二
面
は
、
画
景
が
大
き
く
左
右
に
分
か
れ
、
右
六
面

に
は
荒
波
に
洗
わ
れ
る
岩
礁
に
遊
ぶ
鶴
の
一
群
、
左
六
面
に
は
穏
や
か
な
水
の
流
れ

に
遊
ぶ
千
鳥
他
の
水
禽
が
描
か
れ
、
画
想
と
し
て
は
右
方
の
動
と
左
方
の
静
が
対
比

さ
れ
る
。
画
題
と
し
て
は
、
波
に
鶴
、
波
に
千
鳥
と
い
う
伝
統
的
な
吉
祥
画
題
が
ひ

と
つ
の
画
面
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。

画
面
右
端
断
崖
直
下
に
は
ひ
と
き
わ
大
き
い
一
羽
の
鶴
が
立
つ
。
漉
墨
で
描
か
れ

た
岩
の
塗
り
残
し
を
鶴
の
体
躯
と
し
て
鶴
の
白
さ
を
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
ら
せ

る
。
足
下
は
す
ぐ
に
磯
と
な
り
、
荒
波
に
洗
わ
れ
る
岩
礁
に
は
雛
を
含
む
五
羽
の
鶴

が
遊
ぶ
。
幾
分
擬
人
化
さ
れ
た
鶴
の
お
ど
け
た
表
情
が
面
白
い
。
鶴
の
図
像
は
桃
山

時
代
の
障
壁
画
を
想
起
さ
せ
る
伝
統
的
な
も
の
で
取
り
立
て
て
新
機
軸
は
な
い
が
、

お
そ
ら
く
そ
れ
は
意
識
的
な
こ
と
で
、
大
ま
じ
め
な
伝
統
的
ス
タ
イ
ル
と
表
情
に
込

め
ら
れ
た
諧
諧
味
と
の
あ
い
だ
に
生
じ
る
落
差
の
お
か
し
み
を
狙
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
伝
統
1
1
正
統
に
対
す
る
爾
白
の
俳
諧
的
趣
向
が
仕
組
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
羽
の
白
鶴
は
い
ず
れ
も
外
隈
で
柔
ら
か
く
描
か
れ
、
黒
鶴
は
た
ら
し
込
み
で
墨
面

の
単
調
さ
を
補
っ
て
い
る
。
柔
ら
か
に
表
現
さ
れ
た
鶴
に
対
比
す
る
よ
う
に
岩
礁
と

打
ち
寄
せ
る
波
は
荒
々
し
く
強
い
筆
裁
き
で
表
さ
れ
る
。
波
頭
を
ク
ル
ク
ル
と
巻
き

込
む
波
形
は
癖
白
固
有
の
も
の
で
、
「
唐
獅
子
図
」
（
三
重
県
・
朝
田
寺
~
）
・
「
摸
図
」

（
三
璽
県
・
朝
田
寺
蔵
）
・
「
鷲
図
」
（
滋
賀
県
個
人
蔵
）
な
ど
に
類
例
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
鶴
と
相
対
す
る
よ
う
に
、
波
間
を
挟
ん
だ
左
方
の
岩
礁
に
は
三
羽
の
鶴
と
一

羽
の
雛
が
描
か
れ
る
。
左
六
面
か
ら
は
砕
け
散
る
荒
々
し
い
波
濤
は
姿
を
消
し
て
、

穏
や
か
な
水
の
流
れ
に
千
鳥
の
遊
ぶ
穏
や
か
な
景
観
に
変
わ
る
。
流
れ
に
遊
ぶ
二
羽

の
白
い
千
鳥
の
ふ
っ
く
ら
と
し
た
姿
形
も
鶴
と
同
様
に
外
隈
に
よ
っ
て
柔
ら
か
く
描

か
れ
る
。
左
手
の
岩
に
は
も
う
一
羽
の
千
鳥
が
立
つ
。
こ
ち
ら
は
外
隈
で
描
い
た
後

さ
ら
に
体
表
を
淡
墨
で
毛
描
く
。
画
景
は
左
端
で
再
び
断
崖
の
景
色
に
戻
る
が
、
こ

れ
は
佐
藤
美
貴
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
（
註
14)
、
右
端
の
崖
に
再
帰
し
、
ひ

と
つ
の
室
内
を
水
の
流
れ
が
循
環
す
る
と
い
う
発
想
で
描
か
れ
て
お
り
、
爾
白
の
入

念
な
画
面
設
計
の
跡
を
窺
わ
せ
て
い
る
。

第
―
二
面
左
下
に
「
蛇
足
軒
曾
我
左
近
次
郎
暉
雄
繭
白
筆
」
の
落
款
と
「
癖
白
」

（
朱
文
方
印
）
「
曾
我
暉
雄
」
（
白
文
方
印
）
の
二
印
が
あ
る
。

中
国
晋
の
時
代
、
俗
世
を
避
け
て
竹
林
に
集
ま
り
、
酒
を
呑
み
、
琴
を
弾
き
、
清

談
に
耽
っ
た
七
人
の
隠
者
を
竹
林
七
賢
と
呼
び
、
そ
の
故
事
を
描
い
た
も
の
に
は
、

雪
村
周
継
（
六
曲
一
双
・
紙
本
墨
画
東
京
・
畠
山
記
念
館
）
、
長
谷
川
等
伯
（
六

曲
一
双
・
紙
本
墨
画
京
都
・
両
足
院
）
、
海
北
友
松
（
襖
一
六
面
・
紙
本
墨
画

京
都
・
建
仁
寺
本
堂
方
丈
）
、
雲
谷
等
顔
（
襖
一
六
面
・
紙
本
墨
画
京
都
・
黄
海

院
方
丈
）
な
ど
優
れ
た
作
品
が
知
ら
れ
て
い
る
。
爾
白
の
作
品
（
図
2
)
も
こ
の
故
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曾我癖白「旧永島家襖絵」再考

事
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
江
戸
中
期
と
し
て
は
い
さ
さ
か
古
く
さ
い
画
題
と
い

え
な
く
な
い
。
し
か
し
、
等
伯
、
友
松
や
等
顔
ら
桃
山
の
巨
匠
が
当
然
の
よ
う
に
高

潔
の
士
と
し
て
七
賢
を
描
い
た
の
と
比
べ
る
と
、
蒲
白
が
描
い
た
の
は
、
い
さ
さ
か

下
卑
た
男
た
ち
で
あ
る
。
桃
山
の
古
典
的
正
統
を
椰
楡
し
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
逆
転

さ
れ
た
価
値
に
諧
諧
を
楽
む
知
的
遊
戯
心
で
、
爾
白
が
、
こ
の
絵
に
桃
山
の
巨
匠
た

ち
と
は
全
く
異
な
る
時
代
性
を
与
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
異
な
る
。

七
賢
と
は
玩
籍
、
岱
康
、
山
涛
、
向
秀
、
劉
伶
、
玩
咸
、
王
戎
の
七
人
を
い
う
が
、

狩
野
一
渓
が
著
し
た
『
後
素
集
』
（
元
和
九
年
。
一
六
二
三
跛
）
に
は
、
こ
の
う
ち
、

山
涛
と
王
戎
の
ふ
た
り
は
や
が
て
意
を
翻
し
、
残
る
「
五
君
」
と
袂
を
分
か
っ
て
去
っ

て
い
っ
た
と
い
う
後
日
談
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
註
15)
。
雪
の
竹
林
に
集
う
隠
者

と
い
う
設
定
は
図
像
的
に
は
珍
し
い
。
右
の
茅
屋
で
清
談
な
ら
ぬ
賑
や
か
な
酒
宴
の

真
最
中
と
い
っ
た
風
情
の
五
君
に
対
し
て
、
雪
中
に
出
て
い
ま
し
も
去
ろ
う
と
す
る

後
ろ
姿
の
男
と
、
左
端
の
雪
中
で
吐
息
で
暖
を
取
り
な
が
ら
男
を
待
つ
も
う
ひ
と
り

の
男
が
山
涛
と
王
戎
で
あ
ろ
う
。
七
人
揃
っ
て
清
談
に
浸
る
と
い
う
文
人
の
理
想
を

描
く
の
が
こ
の
画
題
の
本
来
の
図
像
で
あ
る
が
、
そ
の
後
亀
裂
が
生
じ
て
、
ふ
た
り

が
去
っ
て
い
く
場
面
を
あ
え
て
選
ぶ
と
こ
ろ
が
奇
矯
に
傾
く
繭
白
画
の
俳
諧
的
性
格

を
う
か
が
わ
せ
る
。
去
っ
て
い
く
ふ
た
り
を
繋
ぎ
留
め
る
橋
渡
し
を
す
る
か
の
よ
う

な
竹
の
弧
線
は
、
同
時
に
襖
八
面
に
わ
た
る
こ
の
画
の
構
造
的
な
背
骨
の
役
割
も
担
っ

て
い
る
。
室
内
を
飾
る
襖
絵
の
常
と
し
て
こ
の
八
枚
は
中
程
で

L
字
に
折
れ
る
が
、

癖
白
が
配
慮
し
た
周
到
な
構
図
は
、
実
際
に
室
中
に
座
し
た
人
に
は
図
版
で
は
実
感

で
き
な
い
臨
場
感
を
与
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
一
面
右
下
に
「
蛇
足
軒
曾
我
左
近
次
郎
暉
雄
画
」
の
落
款
と
「
曾
我
暉
雄
」

（
白
文
方
印
）
「
癖
白
」
（
朱
文
方
印
）
の
二
印
が
あ
る
。

「
瀧
湘
八
景
図
」
八
面
（
図
3
)

は
、
大
阪
分
一
五
面
の
一
部
で
あ
る
。
画
面
全

体
に
横
徽
が
目
立
つ
の
は
、
仮
表
装
の
掛
幅
と
し
て
伝
存
し
た
こ
と
に
よ
る
。

広
漠
と
し
た
湖
水
に
対
角
的
に
布
置
さ
れ
た
ふ
た
つ
の
主
山
を
中
心
に
し
て
山
水

が
展
開
す
る
。
構
図
と
し
て
は
、
「
楼
閣
山
水
図
襖
絵
」
（
滋
賀
県
・
大
角
家
蔵
）
や

「
山
水
図
」
（
高
知
県
。
個
人
蔵
）
に
共
通
性
が
み
ら
れ
る
が
、
堅
固
に
構
築
さ
れ
た

「
楼
閣
山
水
図
襖
絵
」
の
真
体
山
水
、
あ
る
い
は
、
「
山
水
図
」
の
簡
疎
な
草
体
山
水

の
い
ず
れ
と
も
異
な
り
、
ち
ょ
う
ど
中
間
的
な
性
質
を
み
せ
る
。
こ
こ
に
展
開
す
る

の
は
、
溌
墨
風
表
現
を
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
交
え
、
茫
漠
と
し
た
大
気
の
な
か
に
潤
っ

た
行
体
の
穏
や
か
な
山
水
で
あ
る
。
晩
年
期
の
癖
白
は
、
「
月
夜
山
水
図
屏
風
」
（
滋

賀
県
。
近
江
神
宮
蔵
）
を
典
型
と
す
る
楷
体
山
水
図
を
多
く
描
く
よ
う
に
な
る
が
、

そ
れ
ら
に
至
る
前
の
行
体
山
水
図
の
様
式
的
典
型
が
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
。

前
景
や
中
島
の
木
々
や
砂
州
に
み
ら
れ
る
潤
っ
た
濃
墨
と
柔
ら
か
く
掃
か
れ
た
淡

墨
に
よ
る
姻
る
よ
う
な
ハ
ー
フ
ト
ー
ン
は
、
繭
白
の
阿
弥
派
の
伝
統
に
対
す
る
関
心

の
現
わ
れ
を
も
の
が
た
る
。
画
面
右
方
で
鉛
直
方
向
へ
力
強
く
屹
立
す
る
山
体
は
、

伝
周
文
の
い
く
つ
か
の
詩
画
軸
に
現
れ
る
形
態
、
た
と
え
ば
「
三
益
斎
図
」
に
み
ら

れ
る
山
体
の
引
用
と
も
取
れ
る
。
そ
の
麓
を
は
じ
め
随
所
に
描
か
れ
た
木
は
異
様
に

節
く
れ
立
っ
た
う
ろ
が
目
だ
つ
が
、
こ
れ
は
よ
く
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
曾
我
直
庵
系

の
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
樹
様
形
態
を
再
現
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
画
面
左
端

で
行
く
手
を
阻
む
よ
う
に
屹
立
す
る
崖
は
雲
谷
派
が
常
套
的
に
使
用
し
た
特
異
な
形

態
の
借
用
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
山
体
や
樹
葉
な
ど
個
々
の
景
物
に
古
典
的
形
態

を
あ
か
ら
さ
ま
に
引
用
し
て
こ
れ
み
よ
が
し
に
構
成
す
る
の
が
、
山
水
画
に
お
け
る

癖
白
の
古
典
摂
取
の
常
態
で
あ
る
。

し
か
し
、
癖
白
の
古
典
に
対
す
る
意
識
の
在
り
方
か
ら
す
れ
ば
、
決
し
て
引
用
や

借
用
を
集
積
し
て
単
に
視
覚
的
効
果
だ
け
を
狙
っ
て
、
擬
古
典
的
山
水
画
を
構
成
す

る
こ
と
に
目
的
が
限
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
に
基
層
と
し
て
あ
る
の
も
、

古
典
の
パ
ロ
デ
ィ
を
仕
掛
け
、
読
解
を
求
め
る
俳
諧
的
趣
向
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
瀧
湘
八
景
図
」
と
い
う
名
称
の
由
来
は
、
大
阪
分
一
五
面

（
掛
幅
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山 口 泰 弘

に
改
装
さ
れ
て
実
際
に
は
一
五
幅
）
が
入
っ
て
い
た
箱
の
墨
書
に
あ
る
が
、
実
は
八

景
の
同
定
は
容
易
で
は
な
い
。
八
景
に
は
「
山
市
晴
嵐
」
「
漁
村
夕
照
」
「
遠
浦
帰
帆
」

「
灘
湘
夜
雨
」
「
煙
寺
晩
鐘
」
「
洞
庭
秋
月
」
「
平
沙
落
雁
」
「
江
天
暮
雪
」
を
充
て
る

が
、
特
定
の
場
所
を
描
く
の
で
は
な
く
、
江
南
地
方
の
雲
霧
に
よ
る
気
象
の
変
化
や

夕
暮
か
ら
夜
に
か
け
て
の
茫
漠
と
し
た
光
の
変
化
を
水
墨
で
描
く
の
が
一
般
的
で
あ

る
。
水
墨
の
多
彩
な
技
能
を
披
雁
で
き
る
素
材
と
し
て
中
国
や
日
本
の
画
人
た
ち
に

は
恰
好
の
画
題
と
な
っ
た
。

第
七
面
か
ら
八
面
の
下
辺
に
「
漁
村
夕
照
」
。
ご
く
薄
い
墨
で
描
か
れ
て
い
る
た

め
に
図
版
で
は
判
読
し
に
く
い
が
、
第
五
面
の
ほ
ぼ
中
央
に
三
艘
の
帆
船
が
あ
る
辺

り
が
「
遠
浦
帰
帆
」
。
第
二
面
下
方
に
落
雁
が
見
え
る
こ
と
か
ら
「
平
沙
落
雁
」
。
第

八
面
上
方
に
淡
墨
で
輪
郭
を
引
い
た
白
い
山
体
か
ら
「
江
天
暮
雪
」
。
第
七
面
の

「
煙
寺
晩
鐘
」
な
ど
が
か
ろ
う
じ
て
指
摘
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
も
、
涸

湘
八
景
図
に
限
定
さ
れ
る
モ
チ
ー
フ
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
一
般
の
山
水
画
に
も

通
有
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
癖
白
自
身
は
瀧
湘
八
景
を
必
ず
し
も
企
図
し
て
い
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

第
八
面
左
下
に
蛇
足
竜
爾
白
（
以
下
欠
）
の
落
款
と
「
爾
白
」
（
朱
文
方
印
）
「
曾

我
暉
雄
」
（
白
文
方
印
）
の
二
印
が
あ
る
。

「
牧
牛
図
」
（
図
4
)

に
は
、
「
蛇
足
軒
癖
白
酔
指
画
」
と
い
う
款
記
が
あ
り
、

”
酔
指
画
ら
ま
り
酔
余
に
描
か
れ
た
指
頭
画
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

筆
を
欄
い
て
指
先
や
爪
に
墨
を
含
ま
せ
て
描
く
指
頭
画
は
、
中
国
の
清
代
の
文
人

画
家
高
其
侃
（
一
六
六
〇
＼
一
七
三
四
）
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
は

や
く
も
一
八
世
紀
に
入
る
と
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
柳
沢
洪
園
の
よ
う
に
初
期
の
南

画
家
に
そ
れ
を
試
み
る
画
人
が
現
れ
た
。
幼
少
期
に
洪
園
の
教
え
を
受
け
、
や
が
て

南
画
の
大
成
者
の
ひ
と
り
と
な
っ
た
池
大
雅
も
、
若
い
こ
ろ
指
頭
画
を
し
ば
し
ば
試

み
た
。
三
ニ
・
三
歳
の
ま
だ
気
鋭
の
こ
ろ
出
雲
地
方
を
旅
し
た
大
雅
は
、
旅
先
の
各

所
で
こ
の
目
新
し
い
技
法
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
演
じ
て
み
せ
た
。
「
慧
遠
庵
居
・

陶
淵
明
陸
修
静
図
屏
風
」
は
そ
の
代
表
作
で
あ
る
。
写
実
で
は
な
く
表
意
性
の
高
い

作
画
を
求
め
る
南
画
家
た
ち
に
採
用
さ
れ
て
広
が
る
の
は
自
然
の
成
り
ゆ
き
だ
っ
た

が
、
い
っ
ぽ
う
で
、
無
地
の
画
面
が
肢
体
を
使
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
次
第
次

第
に
形
象
化
さ
れ
て
い
く
制
作
過
程
自
体
に
は
、
一
回
性
の
、
即
興
的
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
楽
し
み
が
期
待
で
き
る
。
い
わ
ば
、
即
興
芸
と
し
て
の
見
世
物
的
性
格
も

強
く
、
若
い
頃
盛
ん
に
指
頭
画
を
描
い
た
大
雅
が
後
年
、
描
く
の
を
や
め
た
の
も
そ

の
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
。
「
牧
牛
図
」
も
、
密
室
の
仕
事
と
い
う
よ
り
は
、
衆
人

環
視
の
な
か
で
見
世
物
精
神
た
っ
ぷ
り
と
演
じ
た
と
み
る
ほ
う
が
、
指
頭
画
の
一
面

か
ら
み
て
適
切
で
あ
ろ
う
。

こ
の
画
は
、
癖
白
に
し
て
は
珍
し
く
邪
気
の
な
い
明
る
さ
を
湛
え
て
い
る
が
、
そ

れ
も
酔
余
の
気
分
的
昂
揚
と
巧
ま
ざ
る
墨
の
遊
び
の
な
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
画

派
と
し
て
は
本
来
指
頭
画
と
は
無
縁
な
癖
白
が
、
南
画
に
広
ま
っ
た
画
法
を
ど
の
よ

う
に
し
て
学
ん
だ
か
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
指
頭
画
を
得
意
と
し
た
池
大
雅
と
は
親

し
い
間
柄
に
あ
り
（
註
16)
、
指
頭
画
に
お
け
る
大
雅
の
成
功
が
癖
白
の
関
心
を
呼

び
覚
ま
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
癖
白
は
、
永
島
家
で
描
い
て
か
ら
三
年
ほ
ど
経
た

明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
播
磨
地
方
へ
赴
き
、
地
元
の
素
封
家
と
親
交
を
も
つ
機

会
が
あ
っ
た
。
そ
の
交
遊
の
証
し
で
あ
る
席
画
風
の
達
磨
の
画
や
俳
画
が
あ
る
が
、

そ
れ
ら
と
と
も
に
「
百
合
図
」
と
い
う
指
頭
画
も
残
さ
れ
て
い
る
。
小
品
だ
が
、
現

在
、
「
牧
牛
図
」
を
の
ぞ
く
と
唯
一
の
指
頭
画
で
あ
り
、
当
時
地
方
で
成
長
し
つ
つ

あ
っ
た
教
養
層
と
の
交
歓
に
こ
の
墨
技
が
有
用
な
ア
イ
テ
ム
で
あ
っ
た
こ
と
を
も
の

が
た
っ
て
い
る
。

さ
て
こ
の
画
面
は
、
画
面
左
端
か
ら
中
空
に
向
か
っ
て
吠
え
立
て
る
犬
、
木
の
上

か
ら
お
ど
け
た
仕
草
で
犬
と
掛
け
合
い
を
演
じ
る
牧
童
、
そ
し
て
ま
っ
た
く
無
関
心

と
い
っ
た
風
情
で
背
を
向
け
て
寝
そ
べ
る
牛
、
置
き
捨
て
ら
れ
た
篭
、
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
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曾我蒲白「旧永島家襖絵」再考

フ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
元
文
五
年
（
一
七
四

0
)
刊
の
大
岡
春
卜
『
画
巧
潜
覧
』

（
巻
四
）
に
載
る
図
（
図
5
)

は
、
主
題
を
探
る
上
で
留
意
す
べ
き
先
行
例
だ
ろ
う
。

ま
た
、
癖
白
の
落
款
印
章
の
あ
る
「
老
松
童
子
図
」
（
図
6
)

は
、
寝
そ
べ
る
牛

を
背
に
し
て
松
の
巨
樹
を
駈
け
登
る
童
子
を
描
い
た
も
の
で
、
駆
け
登
っ
た
後
の

「
牧
牛
図
」
と
の
あ
い
だ
に
は
同
一
主
題
の
時
間
的
な
前
後
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。

「
波
濤
群
禽
図
」
の
う
ち
八
面
が
あ
っ
た
南
西
の
八
畳
間
と
「
竹
林
七
賢
図
」
の

あ
っ
た
北
東
の
八
畳
間
の
間
に
は
一
間
幅
の
中
廊
下
が
あ
り
、
先
代
当
主
に
よ
る
と
、

そ
の
突
き
当
た
り
に
、
辻
論
文
で
五
面
一
具
と
さ
れ
た
「
松
鷹
図
」
（
図
7
)

の
う

ち
、
鷹
を
含
む
二
面
だ
け
が
何
故
か
切
り
離
さ
れ
て
飾
ら
れ
て
い
た
。

應
は
堅
く
細
い
筆
で
桐
密
に
か
た
ど
ら
れ
、
滑
ら
か
な
墨
面
で
調
子
が
整
え
ら
れ

て
い
る
。
前
白
が
後
裔
を
名
乗
っ
た
曾
我
派
の
お
家
芸
と
い
う
べ
き
モ
チ
ー
フ
で
あ

り
、
癖
白
と
し
て
も
得
意
の
画
題
で
あ
っ
た
ら
し
く
優
れ
た
遺
例
が
ほ
か
に
も
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
松
は
、
刷
毛
に
含
ま
せ
た
濃
墨
と
淡
墨
で
交
互
に
モ
デ
リ
ン
グ
が
施
さ
れ
、

さ
ら
に
濃
墨
で
点
苔
を
置
い
て
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
る
。
松
の
葉
や
岩
に
絡
ま
る
蔦

に
は
彩
色
が
施
さ
れ
て
視
覚
効
果
を
高
め
て
い
る
ほ
か
、
松
の
樹
幹
や
岩
跛
に
は
た

ら
し
込
み
を
用
い
て
変
化
を
つ
け
て
い
る
。
猛
禽
の
槻
密
で
硬
調
な
描
写
と
松
の
粗

豪
な
筆
捌
き
を
対
比
的
に
同
一
画
面
に
混
在
さ
せ
た
例
は
、
ほ
か
に
も
ま
く
り
の

「
限
図
」
（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
）
、
「
鷲
図
屏
風
」
（
註
17)

が
あ
る
。
モ
チ
ー
フ
が
そ

れ
ぞ
れ
に
固
有
の
技
法
と
結
び
つ
き
、
ひ
と
つ
の
画
面
内
で
競
合
さ
せ
る
着
想
が
篇

白
の
卓
抜
な
水
墨
の
技
巧
に
よ
っ
て
見
事
な
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

辻
論
文
は
、
松
と
鷹
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
三
面
の
右
に
岩
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
ニ

面
が
配
置
さ
れ
る
計
五
面
で
一
画
題
を
構
成
す
る
と
し
た
（
図
7
)
。
画
面
左
端
の

松
の
陰
で
は
、
一
匹
の
猿
が
じ
っ
と
息
を
殺
し
て
鷹
の
様
子
を
窺
っ
て
い
る
。
岩
陰

に
も
鷹
の
視
線
を
避
け
る
よ
う
に
ひ
そ
む
外
隈
の
二
匹
の
兎
が
い
て
、
画
想
と
し
て

も
関
連
性
は
高
い
。
松
と
鷹
の
三
面
に
は
落
款
印
章
は
な
く
、
岩
の
あ
る
第
一
面
右

下
に
「
曾
我
左
近
次
郎
暉
雄
筆
」
の
落
款
と
「
曾
我
暉
雄
」
（
白
文
方
印
）
「
癖
白
」

（
朱
文
方
印
）
の
二
印
が
あ
る
。

「
禽
獣
図
b
」
（
図
8
）
は
一

0
面
で
構
成
さ
れ
る
が
、
実
は
「
松
限
図
」
の
左

三
面
を
共
有
す
る
。
一

0
面
の
う
ち
左
七
面
は
永
島
家
に
襖
の
ま
ま
伝
存
し
た
も
の

で
、
右
三
面
は
大
阪
分
で
あ
る
。
右
三
面
に
多
数
の
横
徽
が
み
ら
れ
る
の
は
、
「
瀧

湘
八
景
図
」
同
様
、
仮
表
装
の
掛
幅
に
改
め
ら
れ
て
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因

す
る
。先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
一
九
九
二
年
に
「
三
重
の
美
術
風
土
を
探
る

II

第
二
部

そ
の
後
の
爾
白
と
周
辺
展
」
（
三
重
県
立
美
術
館
）
で
初
め
て
一

0
面
と
し
て
並

べ
る
試
み
を
行
っ
た
が
（
註
18)
、
先
行
論
文
で
、
こ
の
一

0
面
を
一
具
と
し
て
構

成
し
た
例
は
な
い
。
辻
論
文
で
「
松
限
図
」
五
面
。
「
禽
獣
図
」
四
面
・
「
狼
格
図
」

三
幅
と
い
う
よ
う
に
三
つ
の
画
題
に
分
け
ら
れ
て
以
後
、
各
論
文
も
こ
れ
を
踏
襲
し

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
再
び
「
松
鷹
図
」
の
う
ち
の
三
面
に
「
禽
獣
図
」
四
面
お
よ

び
「
狼
猪
図
」
三
面
を
併
せ
、
計
一

0
面
で
一
具
と
し
て
の
構
成
を
試
み
、
画
面
の

一
部
を
共
有
す
る
「
松
限
図
」
と
の
関
係
か
ら
癖
白
の
構
想
し
た
空
間
構
成
の
一
端

を
覗
い
て
み
た
い
。

画
面
は
左
右
そ
れ
ぞ
れ
三
面
、
中
四
面
が
コ
の
字
型
に
折
れ
、
癖
白
が
描
い
た
当

初
は
六
畳
間
の
三
方
を
囲
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
引
き
手
位
置
で
確

認
で
き
る
。
中
四
面
に
つ
い
て
は
通
例
ど
お
り
だ
が
、
松
應
の
描
か
れ
た
左
三
面

（
第
八
＼
一

0
面
）
は
、
第
八
面
か
ら
右
。
左
。
左
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
手
が
あ
る
。

一
方
、
右
三
面
（
第
一
ー
三
面
）
に
は
引
き
手
跡
が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
六
畳
間

を
コ
の
字
型
に
囲
ん
だ
と
き
、
ち
ょ
う
ど
相
称
す
る
位
置
す
な
わ
ち
第
三
面
か
ら
右

ヘ
左
。
右
。
右
に
あ
り
、
形
式
と
し
て
は
整
う
。
引
き
手
位
置
か
ら
み
る
と
、
左
三

面
と
右
三
面
が
表
裏
の
関
係
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
も
生
じ
る
が
、
構

図
と
し
て
み
る
と
そ
れ
ぞ
れ
が
相
対
す
る
位
置
に
置
か
れ
た
一
具
と
考
え
る
方
が
適
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切
で
あ
る
こ
と
は
、
以
下
の
記
述
で
明
ら
か
に
な
る
。

全
一

0
面
の
長
大
な
画
面
の
構
図
が
、
部
屋
の
三
辺
す
な
わ
ち
右
三
面
（
第
一
＼

三
面
）
、
中
四
面
（
第
四
＼
七
面
）
、
左
三
面
（
第
八
＼
一

0
面
）
に
大
き
く
分
か
れ

る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
従
来
別
個
の
画
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
全
一

0
面
を
ひ
と
つ
の
画
面
と
し
て
眺
め
て
み
る
と
、
あ
る
種
緊
密
な
構
成

が
理
解
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
右
端
に
か
っ
と
眼
を
見
開
い
て
左
方
を
呪
む
猛
獣
、

左
に
鷹
を
配
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
互
い
を
脱
み
つ
け
る
と
い
う
視
線
の
ぶ
つ
か
り
合
い

に
よ
っ
て
空
間
に
緊
張
感
が
走
る
、
と
い
う
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

右
三
面
（
図
9
)
は
、
先
行
論
文
で
は
「
狼
格
図
」
と
い
う
画
題
で
呼
ば
れ
て
い

た
。
一

0
面
の
う
ち
こ
の
三
面
だ
け
が
掛
幅
に
改
め
ら
れ
て
大
阪
に
あ
っ
た
。
他
の

―
二
面
と
と
も
に
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
箱
書
き
に
「
狼
猪
之
図
」
と
あ

り
、
そ
れ
が
画
題
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
。
右
端
の
猛
獣
を
狼
、
左
の
小
さ
い
獣
を

穴
熊
、
あ
る
い
は
狸
の
異
称
と
さ
れ
る
格
に
同
定
し
て
こ
の
名
称
が
与
え
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
箱
書
き
は
明
治
後
半
以
降
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
獣
の
同
定
に
爾
白

の
意
図
が
反
映
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
右
端
の
狼
に
同
定
さ
れ
る
動

物
は
、
な
ま
な
ま
し
い
豪
毛
で
体
躯
を
包
み
、
が
っ
し
り
と
太
い
脚
に
異
様
に
発
達

し
た
金
属
刃
の
よ
う
な
爪
を
も
ち
、
長
い
尻
尾
を
体
の
下
に
巻
き
込
む
。
口
腔
に
の

み
彩
色
が
あ
り
、
血
の
よ
う
な
赤
を
注
し
て
狡
猾
な
笑
み
を
浮
か
べ
、
皿
の
よ
う
に

か
っ
と
見
開
い
た
眼
は
、
猪
が
逃
げ
惑
う
蟹
を
も
て
あ
そ
ぶ
間
近
の
光
景
に
は
目
も

く
れ
ず
、
左
端
の
鷹
を
凝
視
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
狼
は
近
世
以
前
の
絵
画
に
お
い

て
は
モ
チ
ー
フ
と
し
て
は
め
ず
ら
し
い
。
浮
世
絵
な
ど
か
ら
類
比
す
る
と
、
む
し
ろ

図
像
的
に
は
熊
に
同
定
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

あ
た
り
を
圧
す
る
猛
獣
の
強
い
イ
メ
ー
ジ
に
か
す
む
が
、
小
さ
な
花
や
生
き
物
が

周
囲
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
猛
獣
の
顔
の
す
ぐ
脇
に
菊
の
花
、
背
後
に
は
蜘
蛛

の
巣
で
弓
な
り
に
反
っ
た
笹
。
笹
に
は
蝸
牛
が
二
匹
。
い
ず
れ
も
焦
墨
淡
墨
あ
る
い

は
淡
彩
を
お
り
ま
ぜ
た
没
骨
の
か
ろ
や
か
な
筆
捌
き
で
描
き
出
し
て
お
り
、
そ
の
詩

趣
は
猛
獣
の
グ
ロ
テ
ス
ク
と
対
照
的
に
繊
細
で
み
ず
み
ず
し
い
。
蒲
白
の
感
性
の
振

幅
を
あ
ら
た
め
て
印
象
づ
け
て
く
れ
る
し
、
感
覚
的
な
落
差
が
生
み
出
す
意
外
性
を

計
算
し
尽
く
し
た
う
え
で
仕
掛
け
た
趣
向
と
し
て
も
、
画
想
上
見
逃
せ
な
い
。

従
来
単
独
で
「
禽
獣
図
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
中
四
面
（
図
10)

で
は
、
暴
が
止
ま

る
枯
木
を
中
央
に
配
し
て
そ
の
右
に
鹿
の
後
ろ
姿
を
描
く
。
左
に
は
中
空
を
飛
ぶ
ニ

匹
の
蝙
蝠
と
、
蝙
蝠
を
見
上
げ
て
戯
け
た
仕
草
の
狸
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
蝙
蝠

と
狸
の
組
み
合
わ
せ
は
「
月
下
狸
図
」
（
図
11)
と
い
う
掛
幅
の
小
品
と
し
て
も
描

か
れ
て
い
る
が
、
五
雲
な
る
人
物
の
狂
歌
（
註
19)
が
著
賛
さ
れ
て
お
り
、
癖
白
を

取
り
巻
く
人
々
の
文
化
的
基
層
が
窺
え
る
（
註
20)
。
樹
上
の
果
と
鷹
の
関
係
は
、

「
鷹
図
押
絵
貼
屏
風
」
（
三
重
県
・
個
人
蔵
）
の
右
隻
第
三
扇
（
図
12)
に
類
例
が
み

ら
れ
る
。
ま
た
蝙
蝠
も
両
者
に
共
通
す
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
「
鷹
図
押
絵
貼
屏
風
」

に
お
い
て
鷹
・
果
・
蝙
蝠
が
一
画
面
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
「
禽
獣
図

b
」
の
中
四
面
と
左
三
面
が
本
来
一
具
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
証
左
に
な
る
と
も
い

え
よ
う
。

鹿
、
蝙
蝠
お
よ
び
簗
は
、
い
ず
れ
も
没
骨
に
よ
っ
て
柔
ら
か
に
描
か
れ
、
狸
は
、

右
端
の
猛
獣
同
様
、
多
数
の
細
線
を
重
ね
る
手
法
で
硬
質
な
体
毛
が
写
実
的
に
表
現

し
て
い
る
。

各
獣
は
無
機
的
な
羅
列
で
は
な
く
、
演
劇
的
と
い
っ
て
よ
い
よ
う
な
、
そ
れ
ぞ
れ

に
連
関
し
た
役
割
を
演
じ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
鷹
を
密
か
に
う
か
が
う
猿
と
兎
、

そ
の
光
景
を
傍
観
す
る
果
、
蝙
蝠
を
見
上
げ
て
戯
け
た
仕
草
の
狸
、
素
知
ら
ぬ
ふ
り

の
鹿
、
画
面
右
端
か
ら
左
端
の
鷹
を
脱
む
猛
獣
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
関
し
て
、
散
漫
に

陥
り
や
す
い
一

0
面
に
及
ぶ
大
画
面
に
緊
密
で
有
機
的
な
空
間
を
造
り
だ
す
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
。

猛
獣
の
後
半
身
と
右
の
後
脚
の
大
部
分
に
大
き
な
損
傷
が
あ
る
た
め
、
紙
が
補
わ
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曾我蒲白「旧永島家襖絵」再考

れ
、
明
ら
か
に
別
人
と
わ
か
る
拙
い
手
で
補
筆
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
原
因
に

つ
い
て
は
、
「
松
鷹
図
」
の
第
一
面
と
第
二
面
の
裏
に
書
き
付
け
が
あ
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
（
註
21)
。

か
つ
て
「
狼
格
図
」
三
面
の
落
款
印
章
と
さ
れ
て
い
た
「
蛇
足
軒
」
の
落
款
と

「
蒲
白
」
（
朱
文
方
印
）
、
「
曾
我
暉
雄
」
（
白
文
方
印
）
の
小
印
が
そ
の
ま
ま
こ
の
一

0
面
の
落
款
印
章
と
な
る
。
ま
た
、
旧
永
島
家
襖
絵
の
な
か
で
、
「
禽
獣
図
a
」
が

唯
一
落
款
印
章
を
欠
い
て
い
た
理
由
も
明
ら
か
と
な
る
。

さ
て
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
三
面
を
共
有
す
る
「
松
鷹
図
」
と
「
禽
獣
図
b
」

と
の
空
間
的
な
関
連
性
で
あ
ろ
う
。

「
禽
獣
図
b
」
が
六
畳
間
を
コ
の
字
型
に
囲
ん
で
い
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
と
、

「
松
鷹
図
」
と
の
空
間
的
な
関
係
は
、
（
図
13)

に
示
し
た
よ
う
な
も
の
に
な
る
と
想

定
さ
れ
る
。
「
松
鷹
図
」
は
、
「
禽
獣
図
b
」
と
直
交
し
て
お
り
、
右
の
一
間
幅
の
中

廊
下
方
向
に
二
面
が
延
び
る
形
で
配
置
さ
れ
、
「
禽
獣
図
b
」
の
中
四
面
を
閉
じ
る

と
「
禽
獣
図
b
」

1
0面
が
、
開
け
る
と
「
松
鷹
図
」
五
面
が
現
れ
る
、
と
い
う
趣

向
で
構
想
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
プ
ラ
ン
で
は
現
有
家
屋
の
ど
こ
に
も
収
ま
る
と

こ
ろ
が
な
い
（
註
2
2
)
。
他
の
建
物
か
ら
の
移
設
、
お
そ
ら
く
は
す
で
に
無
く
な
っ

た
主
屋
か
ら
の
移
設
を
裏
付
け
る
証
左
の
ひ
と
つ
と
な
る
だ
ろ
う
。

を
敢
え
て
選
び
取
り
、

以
上
、
従
来
と
は
異
な
っ
た
画
題
区
分
に
し
た
が
っ
て
各
画
題
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
て
き
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
旧
永
島
家
襖
絵
は
人
物
、
花
鳥
、
山
水
、
走
獣

と
い
う
一
住
宅
を
飾
る
襖
絵
と
し
て
は
ほ
ぼ
完
備
し
た
画
題
と
構
成
を
も
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
桃
山
障
壁
画
を
意
識
し
た
伝
統
的
な
主
題
や
画
面
構
成

そ
こ
に
固
有
の
構
想
や
趣
向
を
織
り
込
み
、
技
法
的
に
は
た

0
お
わ
り
に

【註】

8

つ
の
箱
の
7

つ
の
話
』
展
作
品
解
説
」

ら
し
込
み
や
指
頭
画
と
い
っ
た
他
画
派
の
技
法
を
遠
慮
な
く
取
り
入
れ
、
同
時
代
の

画
人
た
ち
と
は
異
な
っ
た
癖
白
固
有
の
絵
画
を
創
り
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
い

え
る
。こ
の
襖
絵
は
癖
白
三

0
歳
代
半
ば
に
描
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
期
に
は

「
群
仙
図
屏
風
」
「
暦
獅
子
図
」
な
ど
優
れ
た
作
品
を
産
ん
で
お
り
、
画
歴
の
な
か
で

も
最
も
稔
り
の
多
い
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
襖
絵
群
が
そ
の
一
翼
を
担
う
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
、
多
彩
な
趣
向
が
爾
白
を
取
り
巻
く
人
々
の
文
化
的
基
層
II

俳
諧
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
も
幾
度
か
触
れ
た
。

少
な
く
と
も
四
四
面
を
残
す
大
規
模
な
障
壁
画
群
と
い
う
の
は
こ
れ
を
欄
い
て
ほ

か
に
遺
例
が
な
く
（
註
2
3
)
、
こ
う
し
た
大
規
模
な
障
壁
画
を
爾
白
が
い
か
に
構
想

し
た
か
は
、
非
常
に
関
心
の
も
た
れ
る
問
題
で
あ
る
。
激
情
的
な
性
格
で
破
天
荒
な

振
る
舞
い
が
多
か
っ
た
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
前
白
像
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ

た
、
知
的
側
面
を
知
る
上
で
恰
好
の
材
料
に
な
る
に
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

だ
け
に
襖
絵
配
置
に
よ
る
空
間
構
成
の
問
題
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
前
白
が
構
想
を
練
っ
た
に
違
い
な
い
主
屋
が
す
で
に
存

在
し
な
い
現
状
で
は
、
初
期
段
階
で
は
や
く
も
望
み
は
絶
た
れ
て
い
た
と
い
う
べ
き

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
本
稿
で
は
、
空
間
構
成
と
画
題
に
つ
い
て
の
若
干
の
仮

説
を
提
起
す
る
に
止
め
る
ざ
る
を
え
な
い
。

(

l

)

佐
藤
美
貴
「
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
万
華
鏡

一
九
九
八
年
三
重
県
立
美
術
館

(
2
)

辻
惟
雄
「
曾
我
癖
白
の
墓
と
興
聖
寺
の
癖
白
一
族
の
墓
お
よ
び
過
去
帳
の
記
載
に
つ
い

て
」
『
國
華
』
九
五
二
号
一
九
七
一
年
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山 ロ 泰 弘

(
3
)
辻
惟
雄
「
伊
勢
の
癖
白
聾
」
『
國
華
』
九
五
二
号
一
九
七
一
年

山
口
泰
弘
「
研
究
余
録
曾
我
癖
白
の
遊
歴
ー
伊
勢
に
お
け
る
交
遊
」
『
國
華
』

―
―
六
一
号
一
九
九
二
年

(
4
)

山
口
泰
弘
「
曾
我
癖
白
の
見
立
趣
向
」
『
ひ
る
う
い
ん
ど
」
三

0

一
九
八
九
年

三

重

県

立

美

術

館

．

山
口
泰
弘
「
癖
白
の
作
品
と
俳
譴
」
「
三
重
の
美
術
風
土
を
探
る

n
そ
の
後
の
曾
我

癖
白
と
周
辺
」
展
図
録
一
九
九
二
年
三
重
県
立
美
術
館

(
5
)
『
槃
碍
腔
話
』
巻
下
森
島
長
志

造
書
遅
速

近
世
ノ
蘇
我
癖
白
ハ
書
エ
ニ
於
テ
希
世
ノ
能
査
ニ
テ
豪
放
秀
逸
ナ
ル
事
言
語
二
絶
ス
ル
程

ノ
者
モ
間
ァ
ル
ナ
リ
、
伊
勢
二
客
遊
セ
シ
頃
予
ガ
家
ヘ
モ
屡
過
リ
シ
コ
ト
ニ
テ
、
其
ノ
人

ト
為
リ
モ
嘗
テ
聞
キ
及
ベ
リ
、
弊
蓋
ニ
テ
屏
風
二
寒
山
拾
得
ヲ
蛮
キ
シ
ニ
足
指
ョ
リ
筆
ヲ

起
シ
頭
面
二
止
マ
リ
シ
ト
ナ
リ
。
余
モ
年
少
ノ
時
二
其
ノ
蜜
ヲ
目
撃
シ
タ
リ
キ
、
斯
ノ
如

キ
コ
ト
毎
々
多
き
な
り
、
源
丹
邸
（
本
州
丹
生
里
人
蜜
ヲ
善
ク
ス
、
其
ノ
上
祖
ハ
雪
舟
門

人
タ
リ
ト
ゾ
）
予
二
語
リ
テ
日
ク
、
京
都
東
山
ノ
會
二
其
蟄
エ
人
物
ヲ
書
キ
腰
二
至
リ
テ

沈
思
ス
ル
コ
ト
梢
久
シ
、
蒲
白
其
ノ
後
二
在
リ
テ
巾
ヲ
脱
シ
テ
墨
二
浸
シ
其
ノ
腰
下
ヲ
接

績
シ
タ
リ
ト
ナ
リ
。
此
頃
偶
賓
鑑
ヲ
見
ル
ニ
宋
ノ
陳
容
能
ク
龍
ヲ
書
ク
、
婁
化
ノ
意
ヲ
得

タ
リ
、
墨
ヲ
溌
ギ
テ
雲
ヲ
ナ
シ
水
ヲ
喉
イ
テ
霧
ヲ
ナ
ス
、
酔
餘
大
二
叫
ン
デ
巾
ヲ
脱
シ
テ

墨
二
濡
シ
手
二
任
セ
テ
塗
抹
ス
、
然
ル
後
二
筆
ヲ
以
テ
之
ヲ
成
ス
ト
ア
リ
。
癖
白
モ
常
ニ

酔
ヒ
テ
書
ヲ
ナ
セ
シ
由
、
然
レ
バ
陳
容
ガ
流
ニ
ャ
。
本
州
二
遊
ビ
シ
時
ハ
毎
々
酔
ヒ
テ
肩

典
ノ
背
面
二
乗
リ
輿
中
三
弦
ヲ
弾
キ
テ
通
行
セ
シ
由
、
酔
容
ノ
故
態
ト
ハ
云
ヒ
ナ
ガ
ラ
其

氣
象
ヲ
見
ル
ベ
キ
ナ
リ
。

(
6
)
山
口
泰
弘
「
研
究
余
録
曾
我
蒲
白
の
遊
歴
ー
伊
勢
に
お
け
る
交
遊
」
『
國
華
』

―
―
六
一
号
一
九
九
二
年

(
7
)
如
水
の
遺
稿
を
友
人
で
書
誌
学
者
三
村
秋
良
が
纏
め
補
完
し
て
発
表
し
た
も
の
。

(
8
)
佐
藤
美
貴
「
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
万
華
鏡

8
つ
の
箱
の
7

つ
の
話
』
展
作
品
解
説
」

一
九
九
八
年
三
重
県
立
美
術
館

(
9
)

『
明
和
町
史
』
史
料
編
民
族
・
文
化
財
編
第
一
章
建
造
物
の
岡
野
清
氏
（
建
築
史
・

愛
知
工
業
大
学
）
の
「
永
島
忠
宅
」
解
説
に
よ
る
。

(10)

『
明
和
町
史
」
史
料
編
民
族
・
文
化
財
編
第
一
章
建
造
物
の
岡
野
清
氏
（
建
築
史
・

愛

知

工

業

大

学

）

の

「

永

島

忠

宅

」

解

説

に

よ

る

。

．

(
1
1
)岡
野
清
氏
（
建
築
史
•
愛
知
工
業
大
学
）
の
ご
教
示
に
よ
る
。

(12)
佐
藤
美
賀
「
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
万
華
鏡

8
つ
の
箱
の

7
つ
の
話
』
展
作
品
解
説
」

一

九

九

八

年

三

重

県

立

美

術

館

．

(13)

「
三
重
の
美
術
風
土
を
探
る
II

そ
の
後
の
曾
我
癖
白
と
周
辺
」
展
図
録
(
-
九
九
二

年
三
重
県
立
美
術
館
）
参
照
。

(
1
4
)

佐
藤
美
貴
「
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
万
華
鏡

8
つ
の
箱
の

7
つ
の
話
』
展
作
品
解
説
」

一
九
九
八
年
三
重
県
立
美
術
館

(15)

晋
七
賢
闘
晋
岱
康
博
、
典
康
交
者
玩
籍
、
山
涛
、
向
秀
、
劉
伶
、
玩
咸
、
王
戎
、
為

竹
林
之
遊
、
所
謂
竹
林
七
賢
是
也
。
〔
詩
學
大
成
有
之
〕

岱
康
字
齊
夜
、
好
男
也
、
琴
の
上
手
。
口
玩
籍
字
嗣
宗
、
弾
琴
、
亦
七
月
七
日
以
竿
桂

大
布
損
鼻
袴
曝
庭
横
鼻
偲
也
、
好
男
也
。

□

山
涛
字
巨
源
。
口
向
秀
字
子
期
、
伯
牙
が
琴

を
聞
た
る
人
也
。
口
劉
伶
字
伯
倫
、
常
乗
鹿
車
、
愛
酒
。
口
玩
咸
字
仲
容
。
口
王
戎
字
溶

仲
、
視
日
不
眩
日
に
向
て
ま
た
ヽ
き
せ
ず
と
な
り
。

此
七
賢
の
内
山
涛
と
王
戎
は
意
が
は
り
し
て
竹
林
を
去
也
、
此
後
の
こ
り
を
五
君
と
云
゜

(16)
安
西
雲
煙
『
近
世
名
家
書
画
談
』
（
第
一
編
天
保
元
年
・
一
八
三

0
年
刊
）

(17)

山
口
泰
弘
「
曾
我
癖
白
筆
鷲
図
屏
風
」
『
國
華
』
一
―
六
六
―
―
九
三
年

(18)

「
三
重
の
美
術
風
土
を
探
る
II

そ
の
後
の
曾
我
葡
白
展
」
図
録
一
九
九
二
年

重
県
立
美
術
館

(19)

て
る
月
に
う
か
れ
た
ぬ
き
の

は
ら
う
て
ば
な
お
も
か
な
で
て

あ
そ
ぶ
か
は
ほ
り

五
雲
口
億
（
印
）

(20)
山
口
泰
弘
「
癖
白
の
作
品
と
俳
誰
」
（
「
三
重
の
美
術
風
土
を
探
る
II

後
の
癖
白
と
周
辺
」
展
図
録
一
九
九
二
年
）

(21)
以
下
に
佐
藤
美
貴
「
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
万
華
鏡

8
つ
の
箱
の

7
つ
の
話
』
展
作
品
解

第
二
部

そ
の
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曾我蒲白「旧永島家襖絵」再考

説
」
一
九
九
八
年
三
重
県
立
美
術
館
）
か
ら
全
文
を
転
載
す
る
。
灯
火
に
よ
っ
て
焦
が

し
た
と
あ
る
。
詳
解
は
、
佐
藤
氏
に
よ
る
論
考
を
待
ち
た
い
。

我
栖
之
屏
障
者
縮
所
曽
我
蒲
白
之
画
也
就
中
有
猛
狼
督
狸

之
図
観
者
賞
其
絶
妙
不
歌
突
如
児
者
晩
来
棟
視
此
図
実
可
謂
活
画
欺

一
日
有
客
置
酒
相
侑
宴
削
致
夜
陰
客
昏
酔
尤
甚
乗
燭
而
狂
舞
更
無

知
愈
終
倒
臥
障
際
燭
火
乍
散
焦
屏
障
衆
皆
驚
起
消
吹
芙
紙
片

登
何
可
堪
哉
狼
図
半
躯
化
為
灰
儘
焉
嵯
惜
哉
再
亦
難
得
之
画
也
老
爺

景
卜
深
雖
相
慨
嘆
又
無
可
追
補
之
術
唯
慮
不
次
白
高
古
良
能
也
卜
君
友
生
謂
日

絃
災
哉
至
焦
名
狼
之
眼
面
者
卜
君
雖
高
雅
昂
亦
相
当
是
臀
腰
脚

尾
之
傷
也
競
何
可
歎
哉
大
概
生
物
之
中
家
者
人
夫
生
育
以
斬
其
臀
其
肉
以
供
来

賓
家
亦
不
痛
其
創
傷
而
不
日
療
芙
被
生
物
之
画
物
只
愛
其
精
妙
而
己
胡

可
不
補
詢
風
騒
風
利
雖
相
反
能
近
可
謂
替
乎
笑
語
不
止
卜
君
素
学

画
狩
野
守
勝
而
遊
心
有
年
也
遂
及
補
画
之
補
成
歎
不
其
擬
似
命
予
其
記
雖
不
敏

爺
命
無
由
辞
記
其
語
以
誌
爾
云
松
栞
茶
洞
三
華

(22)

『
明
和
町
史
』
史
料
編
民
族
・
文
化
財
編
第
一
章
建
造
物
の
岡
野
清
氏
（
建
築
史
・

愛
知
工
業
大
学
）
の
「
永
島
忠
宅
」
解
説
の
図
面
に
よ
る
。

(23)

か
つ
て
三
重
県
津
市
の
複
数
の
大
規
模
障
壁
画
群
が
あ
っ
た
こ
と
が
文
献
的
に
は
知
ら

れ
て
い
る
。
桃
沢
如
水
「
曾
我
蒲
白
」
（
『
三
重
縣
史
談
會
々
志
』
明
治
四
四
•
四
五
年

（
一
九
一

O・

―
-
）
参
照
。
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図版
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図 1

曾我蓋白

旧永島家襖絵

「波濤群禽図」

図2

曾我爾白

旧永島家襖絵

「竹林七賢図」

図3

曾我爾白

旧永島家襖絵

「濤湘八景図」

|
 8
1

1

 
-



柑
圏
「
涎
槃
悩
誼
恰
8
1
」
缶
涯
邸
掌

図6

曾我蓋白落款

「老松童子図」

図7

曾我蓋白

旧永島家襖絵

「松應図」

図8

曾我蓋白

旧永島家襖絵

「禽獣図 b」

図5

大岡春ト

『画巧潜覧』巻四

元文5年 (1740)刊
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図4

曾我爾白

旧永島家襖絵

「牧牛図」
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図11

曾我蓋白

「月下狸図」

図9

曾我蕪白

旧永島家襖絵

「禽獣図 b」

第 1面～第3面

図12

曾我斎白

「鷹図押絵貼屏風」

右隻第三扇

図 IO

曾我藷白

旧永島家襖絵

「禽獣図 b」

第4面～第7面

図 13

「松鷹図」

＋「禽獣図b」

配置
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落款印章

将
圏
「
涎
郵
悩
誼
恰
B
-
」
田
涯
甜
釦

禽獣図 b
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松底図 牧牛図 濤湘八景図 竹林七賢図 波濤群禽図


